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厳しい暑さが続きますが，読者の皆様はお変わりな

くお過ごしでしょうか．昨年は新型インフルエンザが

8月から本格的に流行し始め，昨年の今頃は多くの医

療機関が新型インフルエンザの患者の対応に苦労され

ていたかと思います．現在のところ新型インフルエン

ザは限局的な小規模な発生報告はみられますが，幸い

大規模な流行は報告されていません．しかし，2次・

3次の流行は必ずくると思いますので，新型インフル

エンザの動向には今後も十分注意して下さい．

「検査と技術」は臨床検査技師の方々を主な対象に，

臨床検査の測定原理と検査技術に関する情報を提供し

てきました．今回“病気のはなし”で取り上げた

“CADASIL”は常染色体優性遺伝性疾患で，多発性

脳梗塞と認知症を特徴的所見とする疾患です．この疾

患の診断には，皮膚生検材料に対する免疫染色，頭部

MRIなどの画像所見，遺伝子検査などの新しい検査

法が必要であり，検査室にとっても今後取り組むべき

課題を提示している疾患でもあります．“技術講座”

では骨形成量と骨吸収量のマーカーである“オステオ

カルシン，尿中・血中NTx”と，造血器腫瘍治療後

の微少残存病変量を測定する“real-time PCR法によ

るキメラmRNAの定量”を取り上げました．関連領

域の患者を扱う医療機関では今後重要な検査法になる

と思われます．“疾患と検査値の推移”では遭遇する

機会の多い“市中肺炎”を取り上げ，治療による感染

症の推移と各種炎症マーカーの関連について解説して

いただきました．“Laboratory Practice”の“ESBLs

の分類”では，最近，わが国でも大腸菌などで産生株が

急増しているESBLsについて解説していただきまし

た．感染症の治療と院内感染対策において新しい耐性

菌の検出は検査室の重要な業務であり，“復習のペー

ジ”で取り上げました“ディスク拡散法の測定原理”

とともにぜひ御一読していただきたいと思います．本

誌が読者の皆様の一助となることを期待します．

(菅野治重)
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